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大阪府松原市について

⚫大阪府のおよそ中心(へそ)に位置する

⚫江戸時代以前は河内国

⚫北は大阪市と八尾市、西と南は堺市、東は羽曳野市と藤井寺市に接

する。百舌鳥古墳群と古市古墳群の間

⚫昭和30年(1955)に2町3村が合併して誕生

⚫市の木は松、市の花は薔薇

⚫市の面積16.66㎢、ほぼ平坦な市域の70％が宅地

⚫人口116,476人、世帯数59,041(2024年6月1日現在)
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3地理院地図を一部加工 https://maps.gsi.go.jp/
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デジタルアーカイブの構築から活用までの経過

2019年1月 奈良文化財研究所の研修「デジタルアーカイブ課程」を受講

（ここで、ジャパンサーチ試験版の公開を知る）

2021年4月 デジタルアーカイブの構築開始

2022年3月 松原市ホームページ内で自由に二次利用可能なコンテンツ

を「まつばら文化財デジタルアーカイブ」として公開

2022年8月 「まつばら文化財デジタルアーカイブ」のコンテンツを文化庁の

ポータルサイト「文化遺産オンライン」で公開

2022年9月 文化遺産オンラインをつなぎ役として「ジャパンサーチ」と連携

2023年7月～2024年1月 デジタルアーカイブ活用イベントを実施
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https://www.nabunken.go.jp/fukyu/kensyu.html


まつばら文化財デジタルアーカイブについて

• 2022年３月に「松原市ホームペー

ジ 」で公開を開始

• コンテンツは「まつばらいろはかるたデジ

タルアーカイブ」と「デジタルアーカイブ

オープンデータセット」の２本だて

• コンテンツは自由に二次利用が可能

(原則、CC BYまたはPDM)

•静的ページでコンテンツの検索機能な

し(一般的なウェブサイト)
https://www.city.matsubara.lg.jp/docs/culturalheritage_digitalarchive.html 5

https://www.city.matsubara.lg.jp/docs/culturalheritage_digitalarchive.html


まつばらいろはかるたデジタルアーカイブについて

• まつばらいろはかるたの題材となった文化財の画

像コンテンツを公開。当初32点で、現在は90点

•古文書は、翻刻と読み下し文のdocx形式ファ

イルを作成。画像との重ね合わせ機能なし

•画像ファイルは20MB以下のJPEG形式。ダウン

ロード可能

•全コンテンツを1ページに配置しているため、縦長

の構成。サムネイル画像の拡大表示なし、API

連携も不可能
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まつばらいろはかるたについて

• 2015年度に市制施行60周

年を記念してリニューアルした

郷土かるた

•絵札をCC BY-NC、読み札と

解説文をCC BYで公開

•松原市ホームページと「全国

遺跡報告総覧」からダウン

ロードして印刷が可能

• ジャパンサーチでも閲覧可能
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出典：まつばらいろはかるた／松原市ホームページ

https://www.city.matsubara.lg.jp/docs/page4762.html


https://sitereports.nabunken.go.jp/88615 8
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デジタルアーカイブを活用した
イベント・ワークショップについて
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https://sitereports.nabunken.go.jp/event/932
https://sitereports.nabunken.go.jp/event/960
https://sitereports.nabunken.go.jp/event/930
https://sitereports.nabunken.go.jp/event/1021


丹南陣屋御城印の配布イベントについて

•高木氏の丹南藩が立藩400年を迎える記

念として開催

•開催期間は2023年9月1日～12月28日

• 3つの文化財をめぐって、写真・スクリーン

ショットを撮影した人に記念品として御城印

をプレゼント

1. デジタルアーカイブで公開した丹南村地籍図

2. 丹南・来迎寺に残る丹南陣屋跡の石碑

3. 郷土資料館常設展示室の陣屋跡出土品
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丹南陣屋御城印の配布イベントについて

【文化財をめぐる(その1) デジタルアーカイブ】

⚫インターネット上のジャパンサーチ 、文化遺産オンライン、まつばら文化財デ

ジタルアーカイブ（松原市ホームページ）のうち、いずれか1つのサイトにア

クセスする。そして、丹南村地籍図のページをスクリーンショットで撮影

✓丹南陣屋は建物などの上部構造が残っていない。そのため、陣屋の範囲が描か

れた資料を見てから現地をめぐってほしい

✓松原市のデジタルアーカイブに不足する機能は、ポータルサイトに依存している。ま

た、それぞれのサイトで役割が異なる。そのため、イベント参加者に３サイト全てを

必要と感じてもらう必要がある
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https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/520864
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https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/520864


丹南陣屋御城印の配布イベントについて

•松原市丹南にある来迎寺(融

通念佛宗)を訪れる。そして、山

門の前にある舊丹南藩主高木

主水正陣屋址碑の写真を撮る

✓現地への行程などを調べることで、

松原市の情報に触れてほしい

✓デジタルアーカイブで公開している

他の関連文化財もめぐってほしい
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【文化財をめぐる(その2)現地(丹南陣屋跡地)】



⚫ふるさとぴあプラザにある郷土資料館で、丹南

遺跡(丹南藩陣屋跡) の出土品を写真に撮る

⚫撮影画像３点を受付で提示し、御城印を受け

取る

✓使われた時代や場所について知ってから、常設展示

を見てほしい(基礎自治体の歴史展示施設として)

✓展示品のうち、遺跡からの出土品が撮影OK・自由

に二次利用OKだと知ってほしい

14

【文化財をめぐる(その3)展示施設】

丹南陣屋御城印の配布イベントについて



丹南陣屋御城印の配布イベントについて

• ハッシュダグ(#松原市 #文化財 #丹南陣屋 )

を付けて撮影画像をSNSに投稿した参加者

は、特別版の御城印がもらえるハッシュタグ

キャンペーンを実施

•参加者にSNSで情報を発信してもらうことで、

他のイベント参加者を可視化
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【SNSでのPR協力者をつのる】



オープンデータを作成するワークショップについて

• デジタルアーカイブのデータを拡散して⼊口を増やし、不足するデータをみん

なで作ることを目的に実施

• ワークショップには、誰でも編集可能かつ二次利用可能な百科事典「ウィ

キペディア」・ファイルリポジトリ「ウィキメディアコモンズ」 ・地図「オープンスト

リートマップ」を使用(講師の資料は「全国遺跡報告総覧」で公開してDOIを付与)

✓自分が楽しんだ成果をオープン(パブリック)にすることで、他の誰かがまた楽しめる

✓デジタルアーカイブは、ウィキペディアの記事を編集するための適切な情報源

✓ジャパンサーチは、安心・安全に利用できる画像コンテンツが⼊手できる

✓文化財と周辺環境の現状は、誰でも記録できる（写真・地理空間情報など）
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https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/list/27/27217


イベント・ワークショップに伴う活動の位置づけ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会実務者検討委員会『「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドライン』(2023年9月)p.20,図8 を加工 17



イベント・ワークショップの活動イメージ

デジタルアーカイブジャパン推進委員会実務者検討委員会『「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドライン』(2023年9月)pp24-25,図10,11を加工 18
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さいごに

【デジタルアーカイブ活用のふりかえり等】

• デジタルアーカイブへの⼊口をあらゆる場所にちりばめる必要がある

• イベント期間中にSNSに投稿し続けるなどの工夫が必要

• オンラインで文化財をめぐるだけのイベントも必要？

【ジャパンサーチへの期待】

• ジャパンサーチから連携機関のサイトへのアクセスを増加させるイベント

1. テーマに沿った連携機関のサイトをめぐると景品がもらえる

2. ジャパンサーチで身近にあるコンテンツを写真に撮って送ると景品がもらえる
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